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１．更新および変更箇所一覧 1

章 節 変更および更新内容　（「－」は更新なし）

第１章

バリアフリーマスタープランの概要

１．策定の背景
現計画策定後の令和3年4月～現在の間で策定、または改正さ
れた上位計画について追記

２．策定の目的 －

３．改正バリアフリー法の概要 令和7年6月におけるバリアフリー基準の改正内容を追記

４．マスタープランの概要 －

５．対象区域 －

６．バリアフリーマスタープランの期間 －

７．バリアフリーマスタープランの位置づけ
現計画策定後の令和3年4月～現在の間で策定、または改正さ
れた上位計画について追記・更新

第２章

上位・関連計画及び条例の概要

１．上位・関連計画について

第1章第1節「７．バリアフリーマスタープランの位置づけ」にて、
体系図として整理するため、削除

２．上位計画の概要

３．関連計画の概要

４．条例の概要

第３章

市民意向の把握

１．市民アンケート調査 令和7年10月実施予定のアンケート調査結果を記載

２．まちあるき点検 令和7年10月～11月実施予定の点検結果を記載

－ 今年度実施予定のヒアリング調査結果を記載（新規項目）

第４章

バリアフリー化に関する基本的な方針

１．バリアフリーに関する現状と課題
第3章の内容を踏まえ、更新

２．バリアフリー化に向けた基本理念及び基本方針

第５章

移動等円滑化促進地区の設定

１．移動等円滑化促進地区の設定に係る基本的な考え方 －

２．生活関連施設・生活関連経路の設定 －

３．移動等円滑化促進地区の設定 －

第６章

バリアフリーマスタープランの推進

１．届出制度について 変更や更新はないものの、より詳細に記載することを予定

２．バリアフリー化に係る情報の収集・提供について －

３．バリアフリーマスタープランの管理・推進体制 －

巻末資料

１．本市の人口等の概況 最新の人口概況に更新

２．三沢市移動等円滑化促進協議会 －

３．ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）について －

４．用語集 記載内容に併せて追記

現計画の章・節項目に対する、今回の変更および更新内容を記載する。



（1）国および三沢市の動向 2２．関係法令および上位計画の変更について

平成30年のバリアフリー法改正を受け、三沢市では令和3年に移動等円滑化促進方針を策定した。
今回は、当該方針の更新年度にあたることから、策定に向けた協議を本会議において行うものである。

これまでの国の動き

これまでの三沢市の動き

障害者基本法
策定（昭和45年）

ハートビル法
施行（平成6年）

交通バリアフリー法
施行（平成12年）

バリアフリー法
施行（平成18年）

統合

障害者基本法
改正（平成23年）

障害者差別解消法
施行（平成28年）

共生社会ホストタウン
登録（平成29年）

先導的共生社会ホストタウン
認定（平成31年）

三沢市こども計画
策定（令和7年～令和11年）

三沢市読書バリアフリー計画
策定（令和6年～令和11年）

移動等円滑化促進方針
策定（令和３年～令和7年）

主な改正内容
• 市町村が移動等円滑化促進方針の

作成に取り組むことが明記
• 理念既定として、「心のバリアフリー」

が追加

移動等円滑化促進方針改訂
（令和8年～ 令和12年）

ユニバーサル
デザイン政策大網
策定（平成17年）

バリアフリー基準
改正（令和7年）

　平成２年以前 平成7年 　平成12年 平成17年 　平成22年 平成27年 　令和2年 　　　　令和7年 令和12年以降

東京五輪に向けた活動推進指針
策定（平成27年）

※主な法令や計画、および改正年を記載

バリアフリー法
改正（平成30年）

移動等円滑化促進方針
（令和3年3月）

先導的共生社会ホストタウン関連事業
（木崎野小学校）



（2）策定の背景 3２．関係法令および上位計画の変更について

「策定の背景」では、現計画策定後の令和3年4月～現在の間で策定、または改正された上位計画について
追記する。

■全国レベルの上位計画の変化

①バリアフリー基準の改正（令和7年6月1日以降に着工する建築物が対象）

主な改正点：
・車椅子使用者用トイレあ：原則、各階に1以上設置
・　　　　　〃　　　　駐車場 ：施設全体の駐車台数に応じて設置
・　　　　　〃　　　　客席    ：施設全体の客席数に応じて設置

②建築設計標準の改正（令和8年度～令和12年度が対象）

「①バリアフリー基準の改正」に併せ、改正
主な改正点：
・車椅子使用者用トイレあ：便房の種類を明確化し、設計の考え方を変更
・　　　　　〃　　　　駐車場 ：駐車施設の後部スペース確保に関する記述を強化
・　　　　　〃　　　　客席    ：同伴者席は、スペースとして設けることを明記

■三沢市におけるバリアフリーの取り組み

①三沢市読書バリアフリー計画（令和6年度～令和11年度）

• 視覚障がい者や読書困難者のための読書環境整備を推進する6年間の計画
• 市立図書館でアクセシブルな書籍や機器の導入を予定
• 三沢市障がい者計画との連携を図る

②三沢市こども計画（令和7年度～令和11年度）

• すべてのこどもが健やかに育つ社会の実現を目指す5年間の計画
• 教育や子育て支援を総合的に推進し、安心して暮らせる環境を整備
• こどもの声を施策に反映し、地域と連携した支援体制を構築

表：追記項目

追記

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）



（3）バリアフリー基準の改正内容 4２．関係法令および上位計画の変更について

「改正バリアフリー法の概要」では、令和7年6月におけるバリアフリー基準の改正内容を追記する。

■全国レベルの上位計画の変化

①バリアフリー基準の改正（令和7年6月1日以降に着工する建築物が対象）

主な改正点：
・トイレ：階ごとに誰でも使えるトイレの設置を義務化。
・駐車場：車椅子使用者用スペースの設置を明確化。
・劇場等：車椅子席の設置義務と、移動・案内設備の整備。

表：追記項目

追記

出典：改正内容周知チラシ（国土交通省）

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）



（4）移動等円滑化促進方針の位置づけ 5２．関係法令および上位計画の変更について

「移動等円滑化促進方針の位置づけ」では、現計画策定後の令和3年4月～現在の間で策定、または改正さ
れた上位計画について追記・更新する。

表：更新項目
■更新された上位計画

①第三次三沢市総合振興計画　（旧：第二次三沢市総合振興計画）

　対象：令和7年度～令和11年度

②第4期三沢市地域福祉計画　（旧：第３期三沢市地域福祉計画）

　対象：令和6年度～令和10年度

■更新された関連計画

①三沢市地域公共交通計画　（旧：三沢市地域公共交通網形成計画）

　策定：令和4年度
　※具体的な終了年度は明記されていませんが、通常は5年間が目安

②三沢市第4期障がい者計画　（旧：三沢市第３期障がい者計画）

　対象：令和6年度～令和11年度

③三沢市高齢者福祉計画　（旧：同名）

　対象：令和6年度～令和8年度

 凡例
　　　　　：更新可能な計画

更新

表：追記項目
■新たに追記する関連計画

①三沢市読書バリアフリー計画

　対象：令和6年度～令和11年度

②三沢市こども計画

　対象：令和7年度～令和11年度

追記

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）



6３．市民アンケート調査について

市民アンケート調査では、市民の日常的な外出実態や移動手段、そして市内のバリアフリー（ハード面・ソフ
ト面）に関する課題と現状を把握する。

　移動等円滑化促進方針の更新において、市民の日常的な外出実態
や移動手段を把握するとともに、外出時の移動に関する問題点や、
市内のバリアフリーに対する意見や意向を把握するために実施する。

１．調査の目的

２．調査概要

対象者 三沢市民全体から無作為抽出

調査方法 Webアンケート または 郵送

設問

• 基本属性
• 生活関連施設の利用実態
• 公共交通の利用状況
• 移動等円滑化促進区域内における利用状況
• バリアフリーについて

※詳細は次ページに記載

実施時期 令和7年10月頃を予定

配布数 2,000部

回収数
3割程度を想定
※過年度630票回収（回収率：約31.5％）

表：調査概要

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）

6



7３．市民アンケート調査について

市民アンケート調査の項目は、現計画策定時と比較することを想定し、設定した。
これに加え、バリアフリー事業に対する評価や心のバリアフリーに関する認知度を把握する。

移動等円滑化促進計画策定時との比較も行うため、過年度の設問
を踏襲して行う。

また、直近5年間に実施されたバリアフリー関連事業への意見や課
題を把握する。

3．設問内容について

基本属性

○性別（選択式）
○年齢（選択式）
○住まい（郵便番号）
○職業（選択式）
○お子さんの有無とベビーカーの利用（選択式）
○障害者手帳の有無（選択式）
○介助の必要性（選択式）
○補助具の利用状況（選択式）

生活関連施設
の利用実態

（1番目・2番目）

○外出の際の目的（通勤・通学を除く）（選択式）
○外出の頻度（選択式）
○主な外出先（友人宅等個人情報を除く）（自由記述）
○移動手段（選択式）
○移動の際の問題・不便な点（選択式）

公共交通の
利用状況

○市内での公共交通の利用の有無（選択式）
○（利用有のみ）利用頻度（選択式）
○利用時の問題点（選択式）
○その他利用環境に関する問題点（自由記述）

移動等円滑化
促進区域内に

おける利用状況

○3地区内の整備状況について（選択式）
○地区内で整備され満足している項目（選択式）
○足りない項目や追加整備して欲しい項目（選択式）

バリアフリー
について

○バリアフリーの必要性が高い施設（選択式）
○バリアフリーの整備が進んでいる施設（選択式）
○バリアフリーの整備が不十分な施設（選択式）
○バリアフリーを推進するにあたり意見等（選択式）

心のバリアフ
リーについて

○心のバリアフリーの認知度（選択式）
○心のバリアフリーの浸透度（選択式）
○心のバリアフリー促進にあたり有効な取り組み（選択式）
○実際にあったら嬉しい、助かる具体的な事柄（自由記述）

●主な変更点

• 過年度移動等円滑化区域（生活関連経路）の選定に使用した設
問は削除し、区域の整備状況を問う設問に修正

• バリアフリーについては、追加・新たに整備するべき箇所の抽
出するため、設問を追加

• 心のバリアフリー（他都市でも複数事例あり）に関する設問を
追加で設定

表：アンケート内容

7

凡例：現計画策定時から継続する項目（黒字）、追加項目（赤字）

削除項目：「移動等円滑化促進区域内における利用状況」

三沢駅・三沢市役所・三沢空港周辺の3箇所として、

○よく移動する経路・問題を感じる場所（地図上に自由記述）

○問題を感じる理由（自由記述）　を尋ねる項目

⇒当該項目は生活関連経路の策定を目的として設定したもの
であるが、現在も多くの生活関連施設が存続しており、経路
の変更も想定していないため、削除する。



４．まちあるき点検について 8

「まちあるき点検」では、三沢市街地周辺において、現計画策定後の令和3年4月～現在の間で対策済みと
なった事業や新たな課題を点検する。
もしくは、移動等円滑化促進地区である三沢空港や三沢駅周辺を点検する。

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）

　障がい者の方の視点から、市内のバリアフリー対応状況等について確認、

および問題点等を把握するために実施する。

１．調査の目的

２．調査概要

対象
移動等円滑化促進区域
（市役所周辺、三沢駅周辺、三沢空港の中から1地域）

調査方法

• グループに分かれて、設定した経路上のまちある
き点検を実施

• まちあるき実施後はワークショップを行い、問題点
等を確認・共有

実施次期 令和7年10月下旬～11月上旬を予定

想定
参加者

10～20名程度
（当事者団体、交通事業者、商業・町内会代表、関係行
政機関等）

表：調査概要

前回のまちあるき点検の様子



５．当事者ヒアリング調査について 9

当事者ヒアリング調査は、今回新たに実施するものであり、従来の市民アンケート調査やまちあるき点検で
は把握しきれない、当事者目線の課題や視点を計画に反映させるために実施する。

【参考】秋田市移動等円滑化促進方針（令和４年3月）

　当事者ヒアリング調査は、施設を利用する高齢者や障がい者から直接

意見を伺うことで、取組みの検証を行うとともに、今後の移動等円滑化

の方針を検討するために実施する。

2．調査の目的

3．調査対象

調査団体 実施方法 実施時期

高齢者団体

メール または 聞き取り式 令和7年
10月頃を予定障がい者団体

子育て支援団体

表：調査対象（案）

　今後の課題、要望として挙げられた内容（ハード面・ソフト面・全体）を調

査項目とする。

4．調査項目

　前回策定時は、市民アンケート調査やまちあるき点検を行い、地域全体の

傾向や一般的な課題を把握したが、障がい者や高齢者、子育ての方々の課

題や要望を十分に捉えきれていない可能性がある。

　そこで、当事者団体の代表者へのヒアリング調査を通じて、より具体的か

つ実態に即した課題を把握し、計画に反映させる必要がある。

１．調査の背景

項目名 内容

ハード面
施設や設備、機器、道具といった形ある要素を意味する。例
として、段差の解消、スロープの設置、点字ブロックの設置、
案内板の設置など。

ソフト面
物事において、直接目には見えない、人の働きが関わってい
る要素を意味する。例として、その物事に関わる人材やその
教育、業務に対する意欲、共有されている情報など。

全体 ハード面・ソフト面の両方に係る課題を指す。

表：調査項目

出典：つくば市移動等円滑化促進方針（令和6年3月）

ヒアリング調査結果をマスタープランに反映

※秋田市移動等円滑化促進方針（令和4年3月）の場合、下記の5団体にヒアリング調査を実施
　①秋田市老人クラブ連合会　②秋田市身体障害者協会　
　③秋田市身体障害者協会車いす部会　④秋田市視覚障がい者協会　⑤秋田市ろうあ協会



６．移動等円滑化促進地区の更新について 10

移動等円滑化促進地区は、前回同様、「市役所周辺」とし、飛び地として「三沢駅」・「三沢空港」とする。

出典：三沢市移動等円滑化促進方針（令和3年3月）



７．全体のスケジュールについて 11

項目
令和7年 令和8年

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

協議会

市民・
関係団体等

事務局

第2回
協議会

第3回
協議会

※スケジュールは変更になる可能性があります

市民アンケート調査
当事者ヒアリング調査

 ○ 移動等円滑化の現況整理
 ○ 調査準備・とりまとめ
 ○ まちあるき点検

 

 移動等円滑化促進方針（更新版）の作成
 ○ 実施済み事業に対する評価
 ○ 残存する課題の整理

パブコメ

中間案 最終案

第1回
協議会

本日


